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◆「ぶるーむ」の由来
ゆ ら い

◆ 

英語
え い ご

のbloomをひらがな表記
ひょうき

したものです。

ｂloom には、「（花
はな

が）咲
さ

く」「（才能
さいのう

・事業
じぎょう

な

どが）花開
はなひら

く」などの意味
い み

があります。この

北 九 州
きたきゅうしゅう

の地
ち

で、自立
じ り つ

生活
せいかつ

の土壌
どじょう

をあらため

ておこすことから始
はじ

め、それぞれの自立
じ り つ

生活
せいかつ

の種
たね

を植
う

え、色
いろ

とりどりの自立
じ り つ

生活
せいかつ

の花
はな

が咲
さ

きほこるという願
ねが

いをこめました。 
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編集
へんしゅう

より一言
ひ と こ と

 
  

どうも、編 集
へんしゅう

のＫⅡです。今回
こんかい

は「教 育
きょういく

対談
たいだん

」ということで、ぶるーむ.com では初
はつ

の対談
たいだん

形式
けいしき

となっていま

す。対談
たいだん

形式
けいしき

では文
も

字数
じ す う

がかなり多
おお

くなり、既定
き て い

のページ数
すう

に収
おさ

まらないため、このコーナー限定
げんてい

で普通
ふ つ う

の記事
き じ

よりも文字
も じ

を小
ちい

さめ・振
ふ

り仮名
か な

無
な

しの形式
けいしき

で掲載
けいさい

したいと思
おも

います。多少
たしょう

読
よ

みにくいかもしれませんが、頑張
が ん ば

っ

て読
よ

んでもらえればと思
おも

います。実際
じっさい

に読
よ

んでもらって、読
よ

みやすかった・読
よ

みにくかったなどの意見
い け ん

があれば、

今後
こ ん ご

の記事作
き じ づ く

りの参考
さんこう

にもしたいので教
おし

えてもらえると嬉
うれ

しいです。 
 

 

 

田中：田 

高尾：高 

油田：油 

季松：松 

 

 

高：教育に関する対談ということで、ぶるーむ事務局長の田中さんと、京都大学一年生の油田優衣ちゃん、九州国際大学の就職活

動中の季松君にちょっとお話を伺いたいなと。 

 

松：あ、え、対談するんですか。なんも準備してないんですけど。 

 

高：まずいんですか？ 

 

田・油：私も初めて聞きました。 

 

高：全然用意せんでいいけ。まあ、えー、田中さんは何年に大学に行ったんですか？今から何年前に？ 

 

田：1991 年入学やから。もう 26 年前？ 

 

高：時代感じますね。で、ゆいちゃんが？去年？ 

 

油：・・・2016・・、2016 年です。 

 

高：で、季松君が？ 

 

松：にせん、じゅうーうよねん？ え、あ、違う。じゅうさんねんです。 
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高：で大学行ったと。季松君は全部普通校。小中高ぜんぶ普通校に行って大学に行って、ゆいちゃんは中学まで特支で、高校から

普通。で田中さんは高校まで特支。そっから北九州大学。 

 

田：そやね。 

 

高：もともと北九大目指した理由ってなんなんですか？ 

 

田：ああ、当時は高校受験がやっぱり普通高校希望したけど、当時はやっぱりなかなか受け入れ障害児難しくて、断念して、高等

部にそのまま試験受けて行ったけど、やっぱり大学行きたいって思いはそこですごく強くて、でも当時、ゆいちゃんみたいによそ

の地域に一人暮らしして、大学通うってイメージが全くなかったから、家から通える大学って考えたら、あーもう、北九大やなっ

て感じで北九大に。 

 

高：・・・ふーん。ゆいちゃんは？そのまず普通校に行きたいって思ったのは何で？ 

 

油：やっぱり小中で勉強面も交友関係面も満足いかない部分があって。 

高：その満足ってのはもっとしたい、もっと勉強したいっていう？ 

 

油：勉強に関して言うと、やっぱり特別支援ってどうしてもペースは遅いし、えっと競う相手もいないから、そんなに張り合いが

なくて、その傍らで田中さんと同じように進研ゼミをやってて、そういうなかでどれだけ特別支援の勉強が遅れているかがわかっ

てしまったというのがあるし、あと交友関係において言うと、やっぱり特別支援は広い地域から集まって来てるし、自分の住んで

る家の近くに友達が居なくて、学校終わってから遊ぶってことができないってのがあるから、なんかこうそれこそ進研ゼミの漫画

に学生生活を描いた部分を見て、普通学校ってこんなんなんかなぁとか、本当にそこだけが手がかりで、あとはちょっと弟から入

ってくる情報を聞いたりとかで、それから普通学校に行きたいなぁと思うようになった。 

 

高：これ、でも普通学校にって、あ、余談ですけど、普通学校に行って自分が勉強していて、「あれ私これ京大行ける。」って思っ

たのってどこぐらい？ 

 

油：最初は何も大学も考えられなくて、行きたいとは思ってたけどイメージできてなくて、で何かある日模試を受けたら、意外と

よくって(爆)。高１の最初らへんに仲の良かった友達と、その模試を受ける時に志望校を書かされるんですよ。で、友達と冗談半

分で京大書いてみようって二人で書いたら、なんか意外と判定がＣ～Ｄで、あれ行けるかも(爆)ってなって。だから最初はあんま

り考えてなくって、それからは周りからの先生からのプレッシャーが。 

 

高：おまえ行けるぞ。みたいな？ 

 

油：行けるぞっていうか、行けよみたいな。なんかまあ実績になるからみたいな。たぶん甘い道を通るのは許されないような雰囲

気を先生たちは出し、私もできる事なら行けるとこまで行ってみたいなと思ったから。 

 

高：その時に先生たちから、こう障害があるから無理だよみたいな話とかは別に無くて？ 
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油：すごく心配はされたし、私が今でも印象深いのは学年主任の先生とヘルパーさん使って京都で一人暮らしって話をしたら、「ヘ

ルパーさん使ってるのに一人暮らしって言うの？」って言われて、あーもう、そっからかぁって思って。あと先生たちはやっぱり

その・・私みたいなケースは初めてだったから、バスに乗れるかさえも心配されたし、声出すのさえも心配されたし、私の伝え方

も甘かったなってのは凄いあるけど、先生たちは凄い心配していたかなぁ。 

 

高：でもそこにチカラ使うとね、説明するのにチカラ使うもんね。 

 

油：って先生たちは心配するのに、京大に行けって言うから訳わかんないですけど(笑)。 

 

高：季松君は進学って特に考えてなにかしたの？ 

 

松：僕は全然記憶ないんですけど、小学校の時は親が、周りの障害者の子より僕がけっこう喋れるから、口数が少ない子が多い特

別支援より、普通小学校に行かせたいっていう希望があって、小学校の校長先生と相談して、最初はやっぱり不安だからってのが

あって丸一日親が教室の前に居たんですよ。トイレの時間帯とかもあるからそん時は親にしてもらってやってたんですけど、もう

通学して半年ぐらいから校長先生がもう親は必要ないって言ってくれて、でもトイレの時間が心配だからって、それでヘルパース

テーションから派遣を毎日休み時間とかに来てもらって、トイレだけをさせてもらって、あとは普通の学校の一日を過ごすみたい

な。 

 

田：そのヘルパーは自腹？ 

 

松：自腹です。 

 

高：季松君ちって裕福なの？ 

 

松：いちおう。 

 

高：・・・ちなみに親の介助とかってのはよくある「あるある」なの？普通校に行きたての時の親の介助「あるある。」やっぱり普

通校に行き始めは親がずっと来てたの？ 

 

油：あのその、トイレ介助はしない、身辺介助はしないって言われたから、そこを自分で人材を確保するしかなくて、自腹で一日

二回って決めて、一回 1000 円くらい。安くて 800 円とかで来てくれる事業所があったんだけど、それを 1 か月やってそのヘル

パー事業所が行けないって部分は祖母が来るっていうハードスケジュールで、こりゃ無理だってなって続ける気もさらさら無かっ

たから、私が住んでる苅田町に学内でも福祉サービス使えるようにってお手紙を書いたら、そっから私費じゃなくて苅田町が公的

サービスとして提供してくれるようになりました。 

 

高：でもまあ、これはよくある話ですよね。田中さんも親の介入って。 
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田：高校受験の時にやっぱり親がついてもらわなねって話があって、大学の時はそのころまだ学内でゆいちゃんみたいな学内介助

者みたいなのは全然なくて、その時の俺の選択肢に学内介助者っていう発想すら無かったわ。で、あとは親か友達に頼むしかない

っていう選択肢しか俺にはなかったわ。18 才にもなってずっと親と一緒っちゅうのは嫌やけ、そこはちょっと送り迎えだけは親

にしてもらって、学校で車イスに乗り換えた後は、一人で友達に声をかけて関係を作りながら必要な介助を頼むっていう。 

 

高：それこそ制度を利用して就学するのも普通の権利だと。就労に関しては認められて無いんやけど、就学に関しては障害持って

ても普通に学校に行って、行政がそこそこ手を貸してくれたりとか、教育委員会が手を貸してくれたりとかっていうケースもちょ

いちょい出てきよる。そこらへんは当事者が障害持ってても普通に学校に行くってことが認められてきたんかなという漠然とした

感覚はあるんですけど。 

 で、話は戻るんですけど義務教育って中学までじゃないですか。そこから高校大学に進もうと思ったきっかけってなんですか？ 

 

松：僕が最初になりたかった夢が、アナウンサーなんです。自分が中学の時に一度アナウンススクールに見学に行って、講師の人

にアナウンサーになるにはどうしたらいいですかって聞いたら、「4 年制大学に行きなさい」って言われたので、4 年制大学に行こ

うと決意して今の大学に行きました。 

 

高：なるほど。いま夢の話でましたけど、何か夢ありました？田中さん。 

 

田：あーウチの自立生活センターの自立って言ったら、自分で自分のことを決めるってのが自立って言いよるけど、当時の僕は大

人になれば経済的自立をしなきゃいけないって思ってたから、何か仕事をしなきゃいけん、でも当時の交通機関のバリアフリー状

況やと普通に会社勤めして通うってのは全然イメージできんくて、だから、じゃあ自宅でも仕事できるものって考えたときにいろ

いろ調べたら、弁護士はあまりにも難しすぎるけど、司法書士ってのがあると。でまあ看板あげて家で開業してる人も多いって聞

いて、じゃあもうこれを目指そうと思って。あ、でもきっかけのひとつに高 1 の時に新聞記事で先輩の北九大の大学院生で車イス

の人が司法書士になったって記事を見たんよね。それ見て身近な北九大行って司法書士なってる人いるんだと思ったのも大きいか

な。 

 

高：ゆいちゃんはさっき言いよった・・・なんでしたっけ？ああ、臨床心理士になろうと思ったきっかけっとか時期とかは？ 

 

油：中学の時から興味はあったし、自分の育ってきた家庭環境とかにも影響受けてる部分は大きいかなと思います。 

 

高：たとえばさっき田中さんの話の中で出てきた、当時の公共交通機関では継続して通勤ができないとか、そこらへんの事とかっ

て別に特になにも？ 

 

油：いや中学校の時とかは本当に将来のイメージとかはできてなくて、働くイメージとかも全くない中で漠然と臨床心理士ってい

うのがあるんだなってくらいで。だからそんなに田中さんみたいに司法書士だから家でできるみたいに具体的なことまでも全然イ

メージしてなくて。 

 

高：季松君は？ 

 

松：・・・僕も・・・特に・・・。高校の時はアナウンサーになりたいって夢があったんですけど、今は無くなったというか、ま

だ定まってないんですよね。なのでこれからどうなるのかなと、わかんないです。 
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高：なるほど。ちょっと外から質問のリクエストがきたので聞きたいのですが、普通校と特別支援学校の違いとはなんですか？じ

ゃあまず特支には行った事がない季松君、どんなところが違うと思いますか？ 

 

松：あのー・・・普通校は一回の授業でこの範囲からこの範囲までいかないといけないみたいな、そういう決まりがあるけど、特

支は生徒の理解度によって進めるみたいな。 

 

田：あるね。ゆいちゃんは中学の時に教科書は三学期終りに最後までいって終わってた？ 

 

油：終わらせる先生もいたけど、ゆるかったかな。 

 

田：俺の時は 1 年の教科書じゃあ 1 年までに終わらないといけんって空気は全然なかった。 

 

油：空気はなかったですね。普通校みたいに先生が、ハイ急げ急げっていう空気はなかった。高校と中学の違いはあったかもしれ

ないけど。特支は人数も少ないしテストもみんな違うし、んーまぁ楽だったかな。 

 

高：じゃあ実際に中学まで特支に行った、ゆいちゃんが感じる普通校と特支の違いを。 

 

油：違いが大きすぎてどこから話していいかわからないんだけども、当たり前のとこから言うと、人数が全然多いし、先生の介入

具合も特支と全然違って特別支援ってどちらかと言うと、先生との繋がりのほうが同級生より濃かった気がするのね。で、まあそ

の分って言えるか分からないけど特支の同級生とは繋がりが薄かったていうのがあって、普通高校に入ったら先生なんてホームル

ームの時だけで、生徒同士の結束が強かったかな。まあ良い結束も悪い結束もあったけど(笑)。良くも悪くも生徒同士の結びつき

は強かったかなぁ。特別支援の先生ってやっぱり私たち生徒の事をずっと見てくれてるけど、普通校の先生は何百人の生徒を見て

いるわけで、こっちから言わないと気付いてもらえないのは当たり前だなって。 

 

高：障害を持っている人って基本的に用意されている状況に行くことが多いですよね。 

 

油：特支はそうですね。 

 

高：それなりの配慮があるところに行くって選択肢が多いと思うんですけど、普通校は違うんですよね。自分でこう言う配慮が必

要だって言わないと受けられないっていう。 

 

油：身体状況とかも先生からしたら何で字を書くのがつらいのか、どうして字が薄いんだろうってとこがやっぱりわからないから、

ちゃんと伝えなきゃなぁってのは結構思ったりしましたね。そういうところから認識が違ったりしたのかなって。 

 

高：実際それって苦痛でしょ？ 

 

油：いや苦痛とまではいかなかったけれど・・・。せめて担任の先生には知っとって欲しかったなと思うけど、別にまあそれは私

が伝える部分だったと思うし・・・。 
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高：これ、世の中の人達に疾病名であるとか、どういう特性があるだとかって、みんながそれを理解するって僕は無理だと思うん

ですよ。で、その中で自分にどうゆう配慮が必要なのかっていうのは、それは本人が言えば良いんじゃないのかなって思うんです

が。 

 

油：うん、伝える術は持ってたほうがいいけど、全員に知ってもらう必要はないとは思う。まぁでもせめて 3 年間一緒の担任の先

生ならもうちょっと勉強しても・・・んーでもわかんないなぁ学校の先生とは違うから・・・。でも伝える術は持ってたほうがい

いのは間違いない。 

 

松：僕は高校入るまでは親から送り迎え手伝ってもらってたんですけど、高校入るころに親から「もうそろそろ自立せなよ」って

言われて、一人で登下校するようになったんですよ。でも高校には中学の頃の友達はいなくて、どうしようって思ったんですけど、

入学したらまさかの高校がウェルカム状態で、「もし友達が居なくてお手洗いが厳しいときは、先生とか誰にでも言ってね」って言

われて、保健室行ったりだとか、だれか呼んでしてもらったりだとか、そういう面では有り難かったですね。 

 

田：普通校と特支の違いかぁ。んー、他の人が言ったように人数は全然違うよね。大学入ったときは人数の多さに圧倒されたし、

やっぱり特支はこっちが何にも言わなくても周りの先生とかが手を差し伸べてくれる。でもそれは普通校ではたぶん無いんだろう

なって思うけ、自分から言わないと孤立してしまうってのはあるかなってのは思うね。 
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ないタイプで、遊戯
ゆ う ぎ

王
おう

カードなどは、２

０年くらいの付
つ

き合
あ

いである。20年
ねん

も同
おな

じ趣味
し ゅ み

続
つづ

けていると、とても感慨深
かんがいぶか

い気持
き も

ち

になる。というわけで、今回
こんかい

の 話
はなし

は、僕
ぼく

と遊戯
ゆ う ぎ

王
おう

について書
か

こうと思
おも

う。遊戯
ゆ う ぎ

王
おう

とは

20年前
ねんまえ

くらいに週刊
しゅうかん

少年
しょうねん

ジャンプで連載
れんさい

されていた漫画
ま ん が

のことで、その作中
さくちゅう

に登場
とうじょう

したカードゲームを商品化
しょうひんか

した物
もの

が遊戯
ゆ う ぎ

王
おう

カードである。本当
ほんとう

はもっと説明
せつめい

したいのだ

が、この話
はなし

の 尺
しゃく

の都合上
つごうじょう

、これくらいにしておく。 

  

僕
ぼく

が遊戯
ゆ う ぎ

王
おう

カードと出会
で あ

ったのは、小学校
しょうがっこう

３年生
ねんせい

の頃
ころ

だった。当時
と う じ

の遊戯
ゆ う ぎ

王
おう

カード

の人気
に ん き

は絶
ぜつ

大
だい

で、どの店
みせ

も売
う

り切
き

れ→再入荷
さいにゅうか

→即
そく

売
う

り切
ぎ

れという状態
じょうたい

だった。色々
いろいろ

な店
みせ

を回
まわ

って（主
おも

に母
はは

が）ようやく手
て

に入
い

れ、友達
ともだち

と遊
あそ

ぶことができた。 

だが遊
あそ

んでいくうちに、普通
ふ つ う

の友達
ともだち

との機動力
きどうりょく

の差
さ

が生
う

まれだした。こういうカード

ゲームをやっていると「どこどこのお店
みせ

で買
か

うと 必
かなら

ず良
よ

いカードが当
あ

たる」という話
はなし

や、「レアカードを単品
たんぴん

で 1枚
まい

買
が

いできる専門店
せんもんてん

がある」という 話
はなし

が 必
かなら

ずでてくる。

ちなみに、遊戯
ゆ う ぎ

王
おう

カードの主
おも

な入手
にゅうしゅ

方法
ほうほう

としてはスーパーやコンビニなどで５枚
まい

入
い

り

150円
えん

のパックを買
か

うか、専門店
せんもんてん

やゲーム屋
や

などで、欲
ほ

しいカードを 1枚
まい

買
が

いするか

である。そうなると、健
けん

常
じょう

の友達
ともだち

はすぐにその店
みせ

に行
い

けるのだが、僕
ぼく

は一人
ひ と り

では移動
い ど う

で

きないので、まず母
はは

に相談
そうだん

しなければならない。友達
ともだち

は「チャリでひとっ走
ぱし

りくらいの

距離
き ょ り

だよ」と無邪気
む じ ゃ き

に言
い

ってくれるのだが、僕
ぼく

がその言葉
こ と ば

を母
はは

にそのまま言
い

ってしまう

と、確実
かくじつ

に怒
おこ

られてしまう。 

 

なかなか上手
う ま

くカードを入手
にゅうしゅ

できないことに悩
なや

む僕
ぼく

であったが、その悩
なや

みはあっさ

り解決
かいけつ

された。ある日
ひ

、理由
り ゆ う

は良
よ

く覚
おぼ

えていないのだが、僕
ぼく

は母
はは

の逆鱗
げきりん

に触
ふ

れてしまい、

持
も

っているカードを全
すべ

て捨
す

てられてしまった。お気
き

に入
い

りの「真紅
レ ッ ド

眼
アイズ

」のカードが生
なま

ご

みと融合
ゆうごう

していく様
さま

は、小学生
しょうがくせい

の僕
ぼく

がカードを辞
や

めるのに充分
じゅうぶん

なインパクトだった。 

  

そして、月日
つ き ひ

は僕
ぼく

が大学生
だいがくせい

の頃
ころ

まで流
なが

れる。大学
だいがく

の頃
ころ

の友達
ともだち

に遊戯
ゆ う ぎ

王
おう

カードをやって

いる友達
ともだち

がいたので、それに引
ひ

っ張
ぱ

られる 形
かたち

で 再
ふたた

び僕
ぼく

も始
はじ

めることになった。前
まえ

に

不本意
ふ ほ ん い

に辞
や

めたせいか、またハマるのもあっという間
ま

だった。そして、それと同時
ど う じ

に、

前回
ぜんかい

の時
とき

にもあった「機
き

動力
どうりょく

の差
さ

」問題
もんだい

も再浮上
さいふじょう

してきた。 
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あと、大学生
だいがくせい

の僕
ぼく

は「1枚
まい

買
が

い」をどうしてもやってみたかった。だが、流石
さ す が

に大学生
だいがくせい

にもなって親
おや

に「カード専門店
せんもんてん

に連
つ

れて行
い

って」とは言
い

えないし、連
つ

れて行
い

ってもらっ

たとしても、親
おや

の目
め

が気
き

になって素直
す な お

に買
か

い物
もの

できないだろう。ここでヘルパーを利用
り よ う

するという選択肢
せ ん た く し

が挙
あ

がってくる。当時
と う じ

の僕
ぼく

は、ヘルパーを利用
り よ う

することに抵抗
ていこう

があっ

た。だが、「自分
じ ぶ ん

の好
す

きなように 1枚
まい

買
が

いをしたい」という欲求
よっきゅう

はとても強
つよ

く、ヘルパ

ーを利用
り よ う

することとなった。 

  

ヘルパーを利用
り よ う

し始
はじ

めてからは、欲
ほ

しいカードをより安
やす

く入手
にゅうしゅ

するために色々
いろいろ

なお店
みせ

をまわった。ヘルパーを利用
り よ う

する以前
い ぜ ん

の僕
ぼく

は、外出
がいしゅつ

することがあまり無
な

かった。(これ

は、ヘルパーの有無
う む

というよりも、単純
たんじゅん

に学校
がっこう

生活
せいかつ

が 忙
いそが

しかったということもあるの

だが・・・。)欲
ほ

しいカードを探
さが

しつつ、自分
じ ぶ ん

の行
い

ったことのない場所
ば し ょ

に行
い

けるという経験
けいけん

は、僕
ぼく

にとってとても楽
たの

しいものだった。ただ、お店
みせ

を見
み

て回
まわ

る交通費
こ う つ う ひ

で自分
じ ぶ ん

の欲
ほ

しい

カードが普通
ふ つ う

に買
か

えていたということに気付
き づ

いたのは、意外
い が い

と最近
さいきん

のことである(笑)。

そういえば僕
ぼく

がぶるーむに初
はじ

めて行
い

ったのもこの頃
ごろ

である。その日
ひ

も、ちょうど 新
あたら

し

いカードパックの発売
はつばい

日
び

だったような・・・。 

  

ぶるーむの介助者
かいじょしゃ

を利用
り よ う

するようになってからは、行動
こうどう

範囲
は ん い

がさらに広
ひろ

がり、三宮
さんのみや

・

大阪
おおさか

・秋
あき

葉原
は ば ら

などのオタク街
がい

がある地域
ち い き

に泊
とま

りで遠征
えんせい

し、カード屋
や

を物色
ぶっしょく

してまわる

という経験
けいけん

もした。もちろんカード探
さが

しだけが遠征
えんせい

の目的
もくてき

ではないが、我
われ

ながら、カー

ドのためによくやったなと思
おも

う。現在
げんざい

、僕
ぼく

は一人暮
ひ と り ぐ

らしをしていて、とりあえず落
お

ち着
つ

いた生活
せいかつ

が送
おく

れている。これには、介助者
かいじょしゃ

を利用
り よ う

して色々
いろいろ

な場所
ば し ょ

に行
い

ったり、宿泊
しゅくはく

し

たりしたことで積
つ

み重
かさ

ねた経験
けいけん

が役
やく

に立
た

っているのではないかと思
おも

う。 

  

初
はじ

めて介助者
かいじょしゃ

を利用
り よ う

した約
やく

10年前
ねんまえ

には、自分
じ ぶ ん

が親
おや

無
な

しでの遠征
えんせい

や一人暮
ひ と り ぐ

らしをする

ようになるとは思
おも

ってもいなかった。だが、そんな僕
ぼく

が 10年
ねん

経
た

った今
いま

では一人暮
ひ と り ぐ

らし

をしているのである。本当
ほんとう

に人生
じんせい

は何
なに

が起
お

こるかわからない。 

 

「世界
せ か い

は 1枚
まい

のカードから始
はじ

まった・・・。」これは、遊戯
ゆ う ぎ

王
おう

の世界
せ か い

ではよくある設定
せってい

で

ある。一般人
いっぱんじん

から見
み

るとギャグみたいな設定
せってい

だが、カードを買
か

うために介助者
かいじょしゃ

を利用
り よ う

し

始
はじ

めて、そこから一人暮
ひ と り ぐ

らしまで行
い

きついた僕
ぼく

からすると、この設定
せってい

もまんざらでもな

い気
き

がする。 

ツッコミ所
ところ

満載
まんさい

だが、20年
ねん

も遊
あそ

び続
つづ

けていると、不思議
ふ し ぎ

な愛着
あいちゃく

が湧
わ

いてくるのであ

る (笑
わらい

) 最近
さいきん

は少
すこ

し飽
あ

き気味
き み

なのだが、なんだかんだでまだ長
なが

い付
つ

き合
あ

いになりそう

だ。 
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ＪＲ 九 州
きゅうしゅう

カスタマーサポート研修
けんしゅう

 

 

ＪＲ 九 州
きゅうしゅう

カスタマーサポート研修
けんしゅう

 

 

よろず!! 

 

ヘルパー研修
けんしゅう

①『災害
さいがい

・危機
き き

管理
か ん り

』 

 

福岡県
ふくおかけん

立
りつ

大学
だいがく

市民
し み ん

ボランティア 

養成
ようせい

講座
こ う ざ

出前
で ま え

講師
こ う し

 

 

ぶるーむ理事会
り じ か い

 

 

推進協
すいしんきょう

小倉
こ く ら

研修
けんしゅう

 

 

 

       

 
     

初詣
はつもうで

 

 

ヘルパー研修
けんしゅう

②Ａ「障害者
しょうがいしゃ

と差別
さ べ つ

について」 

 

スタッフ研修「制度
せ い ど

の最新
さいしん

状 況
じょうきょう

」 

 

北九州市
きたきゅうしゅうし

立
りつ

大学
だいがく

「地域
ち い き

の達人
たつじん

」出前
で ま え

講義
こ う ぎ

 

 

福岡
ふくおか

県立
けんりつ

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

ピアカン教室
きょうしつ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域
ち い き

交流
こうりゅう

で餅
も ち

つきイベント開催
か い さ い

！！ 
 

 

11月
がつ

 

 

 
    

ＪＲ九州カスタマーサポート研修
けんしゅう

 

 

スタッフ研修
けんしゅう

『最新
さいしん

制度
せ い ど

動向
どうこう

』 

 

ヘルパー研修
けんしゅう

 

 

ＪＩＬ全国
ぜんこく

セミナーｉｎ福岡
ふくおか

 

 

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

条例
じょうれい

にかかる 

県民
けんみん

意見
い け ん

聴 衆
ちょうしゅう

回
かい

参加
さ ん か

 

 

 

 

    

12月
が つ

 

1月
がつ
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かつどう ほうこく 

へいせい ねん 

 

がつ 



 

○編 □集△後 ◇記  

風邪
か ぜ

を２回
か い

ほどひいてしまいましたが、どうにか冬
ふ ゆ

を乗
の

り越
こ

えることができました。次
つ ぎ

は

夏
な つ

ですね～（笑
わらい

） どうなるんでしょうか？                【ＫⅡ】        

■ロゴについて■ 

         この３つが繋
つ な

がったチューリップには、３Ｊ＝「自己
じ こ

選択
せ ん た く

」「自己
じ こ

決定
け っ て い

」 

「自己
じ こ

責任
せ き に ん

」の意味
い み

と、この北九州
きたきゅうしゅう

の地
ち

で自分
じ ぶ ん

らしい、いきいきと    

した花
はな

を咲
さ

き誇
ほこ

らせてほしい・・・という願
ねが

いがこめられています。 

 

■会
か い

 員
い ん

 募
ぼ

 集
しゅう

 ■ 

自立生活
じ り つ せ い か つ

センターの最大
さ い だ い

の特徴
とくちょう

は、運営
う ん え い

や各種
か く し ゅ

サービスを「障害者
しょうがいしゃ

」自
みずか

らが中心
ちゅうしん

と

なって 行
おこな

っていることです。これは、

「障害者
しょうがいしゃ

」にとって何
な に

が必要
ひ つ よ う

かということ

を一番
い ち ば ん

知
し

っているのは「障害者
しょうがいしゃ

」自身
じ し ん

であ

ると考
かんが

えるからです。 

「自立
じ り つ

生活
せいかつ

センターぶるーむ」はこの 考
かんが

えのもと、２００７年
ねん

10月
がつ

に産声
う ぶ ご え

をあげま

した。当団体
と う だ ん た い

の活動
か つ ど う

は、皆
み な

さまからのご寄付
き ふ

と会費
か い ひ

により支
さ さ

えられています。 

ご支援
し え ん

とご協 力
きょうりょく

をお願
ねが

い致
いた

します。 

 

【銀行
ぎ ん こ う

振込
ふ り こ み

】 銀行名
ぎんこうめい

：西日本
に し に ほ ん

シティ銀行
ぎんこう

 室町
むろまち

支店
し て ん

 

口座
こ う ざ

名義
め い ぎ

：特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

 自立生活
じ り つ せ い か つ

センターぶるーむ 理事
り じ

 田中
た な か

雄
ゆう

平
へい

 

      口座
こ う ざ

番号
ばんごう

：1694039 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会
か い

 員
い ん

 種
しゅ

 別
べ つ

 年
ね ん

 会
か い

 費
ひ

 

正会員
せ い か い い ん

 

当法人
とうほうじん

の 目的
もくてき

に

賛同
さんどう

し 、 法人
ほうじん

の

活動
かつどう

に責任
せきにん

を持
も

っ

て参加
さ ん か

していただ

ける個人
こ じ ん

の方
かた

。 

３，０００円
え ん

 

賛助
さ ん じ ょ

会員
か い い ん

 

当法人
とうほうじん

の 事業
じぎょう

を

資金面
し き ん め ん

などで賛助
さんじょ

していただける

個人
こ じ ん

及
およ

び 団体
だんたい

の

方
かた

。 

５，０００円
え ん

 

編集人
へんしゅうにん

 NPO法人
ほ う じ ん

 自立
じ り つ

生活
せ い か つ

センターぶるーむ 

連絡先
れ ん ら く さ き

 〒８０３－０８１８ 

      福岡県
ふ く お か け ん

北九州市
きたきゅうしゅうし

小倉北区
こ く ら き た く

竪
た て

町
ま ち

２－１－５ 竪
た て

町
ま ち

ビル１F 

TEL  ０９３－５６２－５４３１ 

FAX  ０９３－５８３－３２５７ 

E-Mail  cil-bloom@nifty.com   

ＵＲＬ  http://homepage3.nifty.com/cil-bloom/     定価
て い か

 １００円
えん

 

へん しゅう こう  き 


